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キャビネット コピー機

転倒・落下

移動

平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震での高層ビルの被害
家具類の転倒・落下・移動の発生【階層別】

高層階になるほど、転倒・落下・移動の発生割合が高くなる傾向

によるものと考えられる

【一般世帯】 【事業所】
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長周期地震動等に対する高層階の室内安全対策

家具類の転倒・落下・移動防止対策など事前の備え

高層階における地震時の身の安全の図り方等
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東日本大震災の教訓を踏まえ、地震発生時の人命安全対策の観点から、
長周期地震動等における高層階での地震対策について次の事項を検討し
た。

長周期地震動で生じ得る室内危険を知る
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長周期地震動等による高層階での室内安全対策

地
震
発
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身の安全を図る
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ＥＶの使用不能
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出
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揺
れ
の
到
達

揺
れ
の
終
息

（事前の備え） （緊急地震速報～揺れの最中）

○
安
全
ス
ペ
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ス
（
廊
下
・
会
議
室
・
寝
室
な
ど

物
が

少
な
い
場
所
）
で
姿
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を
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る
。

○
テ
ー
ブ
ル
・
机
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ど
の
下
に
入
る
。

（
転
倒
・
移
動
防
止
対
策
を
し
て
お
く
）

（本震後）

（全体イメージ）

○
長
周
期
地
震
動
を
知
る
（
正
し
い
知
識
を
得
る
）

○
高
層
階
で
の
室
内
危
険
を
知
る
（
危
険
を
知
る
）

PHASE1 PHASE2 PHASE3 PHASE4 PHASE5

通常時（地震前）

数秒～数十秒 数分～10分程度 ～30分程度

○
火
の
元
や
電
気
・
ガ
ス
の
確
認
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PHASE_4

（転倒・移動防止対策をしておく）

（緊急地震速報を受信した場合）

地震だ！まず身の安全
揺れを感じたり、緊急地震速報を受けた時は、身の安全を最優先に行動する
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揺れる前 （緊急地震速報を受信した場合）
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